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■
長
沼
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）

　

「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
に
関
す
る
法
律
」
で
定
め
ら
れ
た
標

準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
伴
い
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
（
原
案
可
決
）

　

人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
職

員
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
制
度
等
に

関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
）

第 ３ 回 定 例 会第 ３ 回 定 例 会
　　９月17日から19日に開催され９月17日から19日に開催され

た令和７年第３回町議会定例会た令和７年第３回町議会定例会

で次の案件が審議されました。で次の案件が審議されました。

　

「
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
、

令
和
７
年
１
月
８
日
に
令
和
７
年
法
律
第

５
号
で
公
布
さ
れ
、
本
年
10
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
）

　「
災
害
対
策
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
、
令
和
７
年
６
月
４
日
に

令
和
７
年
法
律
第
51
号
で
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

■
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）

　
江
差
町
・
上
ノ
国
町
学
校
給
食
組
合
の

解
散
に
伴
い
、
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

■
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）

　
江
差
町
・
上
ノ
国
町
学
校
給
食
組
合
の

解
散
に
伴
い
、
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

■
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）

　

江
差
町
・
上
ノ
国
町
学
校
給
食
組
合
の

解
散
に
伴
い
、
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

■
令
和
７
年
度
長
沼
町
一
般
会
計
補
正
予

算
〔
第
２
号
〕（
原
案
可
決
）

　
心
身
障
害
者
福
祉
対
策
費
、
ス
マ
ー
ト

農
業
・
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
導
入
サ

ポ
ー
ト
事
業
費
、
排
水
機
場
包
括
的
民
間

委
託
推
進
事
業
費
な
ど
の
補
正
で
、
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

２
億
８
５
５
３
万
９
千
円
を
増
額
し
、
予

算
の
総
額
を
１
２
０
億
８
４
６
６
万
１
千

円
に
す
る
も
の
で
す
。

■
令
和
７
年
度
長
沼
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
〔
第
１
号
〕（
原
案
可
決
）　

　
補
助
金
等
過
年
度
精
算
償
還
金
な
ど
に

よ
る
補
正
で
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
８
２
０
万
２
千
円

を
増
額
し
、
予
算
の
総
額
を
15
億
２
０
７

７
万
８
千
円
に
す
る
も
の
で
す
。

■
令
和
６
年
度
決
算
に
係
る
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
（
報
告
済
）

　

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
は
、
一
般

会
計
等
の
実
質
赤
字
の
比
率
で
あ
る
「
実

質
赤
字
比
率
」
及
び
全
て
の
会
計
の
実
質

赤
字
の
比
率
で
あ
る
「
連
結
実
質
赤
字
比

率
」
は
、
赤
字
額
が
な
く
該
当
あ
り
ま
せ
ん
。

　
公
債
費
及
び
公
債
費
に
準
じ
た
経
費
の

比
重
を
示
す
比
率
で
あ
る
「
実
質
公
債
費

比
率
」
は
10
・
２
％
、
地
方
債
残
高
の
ほ

か
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

的
な
負
担
を
捉
え
た
比
率
で
あ
る
「
将
来

負
担
比
率
」
は
14
・
１
％
で
す
。

　
公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て
は
、
資
金
不
足
額
が
な
く
該
当
あ
り

ま
せ
ん
。

■
令
和
６
年
度
長
沼
町
一
般
会
計
等
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

長
沼
町
一
般
会
計
、
長
沼
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
、
長
沼
町
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
特
別
会
計
、
長
沼
町
介
護
保
険
特
別
会

計
、
長
沼
町
立
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設

事
業
特
別
会
計
、
町
立
長
沼
病
院
事
業
会

計
、
長
沼
町
下
水
道
事
業
会
計
の
令
和
６
年

度
決
算
認
定
に
つ
い
て
の
審
査
は
、
決
算
特

別
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
〔
フ

シ
コ
第
２
枝
川
改
修
工
事
〕（
原
案
可
決
）

　

フ
シ
コ
第
２
枝
川
改
修
工
事
の
た
め
、

９
月
10
日
に
執
行
し
た
一
般
競
争
入
札
の

結
果
、
１
億
８
７
９
万
円
で
株
式
会
社
シ

イ
ナ
重
建
に
落
札
し
た
の
で
、
代
表
取
締

役
　
頓
所
裕
之
氏
と
の
間
に
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
す
。

■
長
沼
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
（
選
任
同
意
）

　

長
沼
町
公
平
委
員
会
委
員
で
あ
る
古
川

大
之
氏
（
東
４
線
南
１
番
地
）
の
任
期
が

本
年
10
月
27
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
後
任
に
下
斗
米
拓
道
氏
（
本
町

北
２
丁
目
）
を
選
任
す
る
た
め
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

■
長
沼
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に

つ
い
て
（
任
命
同
意
）

　

長
沼
町
教
育
委
員
会
教
育
長
で
あ
る
間

嶋
　
勉
氏
（
旭
町
南
２
丁
目
）
の
任
期
が

本
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
後
任
に
八
栁
　
圭
氏
（
錦
町
北

１
丁
目
）
を
任
命
す
る
た
め
、
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

■
長
沼
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
（
任
命
同
意
）

　
長
沼
町
教
育
委
員
会
委
員
で
あ
る
水
野

正
一
氏
（
東
７
線
南
６
番
地
）
の
任
期
が

本
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
後
任
に
菊
地
貴
弘
氏
（
西
１
線

南
２
番
地
）
を
任
命
す
る
た
め
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

第 ６ 回 臨 時 会第 ６ 回 臨 時 会
　　10月10日に開催された令和７10月10日に開催された令和７

年第６回町議会臨時会で次の案年第６回町議会臨時会で次の案

件が審議されました。件が審議されました。

■
令
和
７
年
度
長
沼
町
一
般
会
計
補
正
予

算
〔
第
３
号
〕（
原
案
可
決
）

　

道
路
舗
装
補
修
費
、
災
害
復
旧
事
業
費

の
補
正
で
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

ぜひYouTubeで議会の
録 画 映 像 を
ご 覧 く だ さ い

▼

額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
７
７
０
万
５
千
円
を
増

額
し
、
予
算
の
総
額
を
１
２
０
億
９
２
３

６
万
６
千
円
に
す
る
も
の
で
す
。

■
被
表
彰
者
の
選
定
諮
問
に
つ
い
て
（
原

案
承
認
）

　
本
町
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
個
人
の
表
彰

を
行
う
べ
く
、
長
沼
町
表
彰
条
例
第
４
条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
に
諮
問
す

る
も
の
で
す
。

■
令
和
６
年
度
長
沼
町
一
般
会
計
等
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
〔
決
算
特
別
委

員
会
審
査
結
果
報
告
〕（
原
案
認
定
）

　

第
３
回
定
例
会
で
決
算
特
別
委
員
会
へ

付
託
さ
れ
た
、
長
沼
町
一
般
会
計
、
長
沼

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
長
沼
町
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
、
長
沼
町

介
護
保
険
特
別
会
計
、
長
沼
町
立
介
護
療

養
型
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計
、
町

立
長
沼
病
院
事
業
会
計
、
長
沼
町
下
水
道

事
業
会
計
の
令
和
６
年
度
決
算
は
、
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　この度、前教育長の任期満了に伴い、齋藤町長の任命並びに町議会の同意をい

ただき、10月１日付で教育長に就任いたしました。

　平成２年４月に、空知管内深川市立入志別小学校に教諭として勤務以来、長沼

町教育委員会での５年間の勤務を経て、令和７年９月30日で退職した、長沼小学

校長を最後に、約30年間学校現場で子供たちと過ごしてまいりました。教育長

という大役を仰せつかり、その責任の重さに身の引き締まる思いで一杯です。

　教育行政経験は少ないですが、齋藤町長のもと「誰もが幸せを実感できるまち

づくり」を合言葉に、微力ではありますが、皆様とともに長沼町教育行政の振興

に全力を傾注してまいる覚悟でございますので、何卒、ご支援、ご指導ください

ますようお願い申し上げます。

　今日、人口減少や少子高齢化の進行、情報技術やグローバル化の進展、人々の

価値観や生活様式の多様化など、社会情勢が大きく変化しています。こうした

中で、９年間の義務教育において、子供たちが学ぶことの意義や喜びを実感でき

る環境を整え「一人一人の学びをしっかりと支え、誰一人取り残すことのない教

育」の実現に向け、一人一人の学びをしっかりと支えてまいります。また、新し

い義務教育学校・長沼学園は、単なる小学校・中学校施設の更新ではありません。

長沼町で育った子供たちが、自分の夢や希望を将来にわたり実現できる力を蓄

えられるよう「学校教育」と「社会教育」の機能を合わせた、新しい教育モデルの

創造を目指しております。施設一体型義務教育学校の開校に向けては、町民の

皆さまの意見を拝聴する機会を重視しながら、いただいたご意見を開校準備委

員会で共有し、ご意見、ご要望が十分に反映できるよう進めてまいりたいと思い

ます。本町の宝である子供たちのより良い成長と社会教育の充実はこれからの

長沼町の発展に直結するものと考えております。

　どうか、皆様の一層のご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げ、就任の

挨拶とさせていただきます。

就 任 ご 挨 拶

長沼町教育委員会

教育長　八栁　圭
略歴

長沼町教育委員会学校教育

課教育支援室長、長沼町立

北長沼小学校長、長沼町立

長沼小学校長を歴任

昭和42年生　58歳


